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【新刊紹介】

Wickham，P．G．（Meteorological　OfHce）

The　Practice　of　Weather　Forecasting

London　Her　Majesty，s　Stationery　O缶ce，1970，

ズ1．50

　この本は70年の発刊だから新刊とは云えないが，紹介

したい．今の予報がElectronic　computationsとhuman

judgmentとの両方で行われていることは異論ないが，

この本は後者の部分を扱っている．昔，Petterssenの天

気予報の旧版に天気図解析のpracticeの部分が少し書

かれていたが，この本はそれよりもずっと丁寧に書かれ

ている．たとえば，昼と夜の観測値とはどう違うかと

か，ちょっと気のつかないようなことまで詳細に述べて

いる．スマートに誤差を論じたものは沢山あるが，この

本のように泥くさい書き方をしたもものも必要であろ

う．昔は観測にたずさわってから予報に入った人が多か

ったが，最近のように観測を知らずに予報に入る人には

このくらい泥くさく書かれた本も読んで見ることもよい

ことであろう．この本は始めて予報にたずさわる若い予

報者のために書かれたもので数式は用いられていない．

これからの予報者は数値予報と同時にこの種の本も読

み，もう一度原点にもどって現象を見つめることが必要

であろう．ただし，数値予報の本と違い余程覚悟を決め

ないと途中で馬鹿らしくなるかも知れない．ただし読み

終った時点では私には参考となったことが多い．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中山　章）
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